
８
月
７
日
、
人
事
院
は
国

会
と
内
閣
に
対
し
、
官
民
較

差
３
・
６
２
％
・
１
５
０
１

４
円
に
も
と
づ
き
国
家
公
務

員
の
本
俸
（
月
例
給
）
す
べ

て
の
号
給
の
引
上
げ
、
一
時

金
（
ボ
ー
ナ
ス
）
支
給
月
数

０
・
０
５
月
引
き
上
げ
る

「
勧
告
」
を
行
い
ま
し
た
。

22年
か
ら
４
年
連
続
で
本
俸
・

一
時
金
と
も
引
き
上
げ
と
な

り
ま
し
た
。

◆
本
俸
…
官
民
給
与
比
較
企

業
規
模
を

50人
以
上
か
ら
１

０
０
人
以
上
と
の
比
較
に
見

直
し
。
若
年
層
に
重
点
を
置

き
つ
つ
、
そ
の
他
職
員
も
昨

年
比
で
は
大
幅
な
引
上
げ
改

定
（
全
号
給
）
高
卒
初
任
給

１
２
３
０
０
円
（
＋
６
・
５

％
）
、
大
卒
初
任
給
１
２
０

０
０
円
（
＋
５
・
５
％
）
引

上
げ
。
＊
中
堅
・
高
齢
層
職

員
の
給
料
表
で
も
約
１
万
円

程
度
の
改
善
。
※

25（
Ｒ
７
）

年
４
月
１
日
に
遡
っ
て
適
用

◆
一
時
金
…
民
間
と
公
務
の

年
間
支
給
月
数
を
比
較
。
民

間
４
・
６
５
月
・
公
務
４
・

６
０
月
。
０
・
０
５
月
分
引

上
げ
し
年
間
４
・
６
５
月
分

に
改
定
、
期
末
手
当
・
勤
勉

手
当
に
均
等
配
分
。
※
法
律

の
公
布
日
（

12月
１
日
ま
で

に
自
治
体
の
条
例
が
改
定
さ

れ
れ
ば

12月
一
時
金
か
ら
適

用
、
以
降
は
差
額
支
給
）

◆
通
勤
手
当
…
自
動
車
等
使

用
者
に
対
す
る
通
勤
手
当
を

見
直
し
。
民
間
の
支
給
状
況

等
を
踏
ま
え
、
以
下
の
と
お

り
見
直
し
。
①
『
１
０
０

km

以
上
」
を
上
限
と
す
る
新
た

な
距
離
区
分
（
５

km刻
み
）

新
設
（
上
限
６
６
４
０
０
円
、

現
行

60

km以
上
）
。
Ｒ
８
年

４
月
実
施
。
②
現
行
の
距
離

区
分
で
も
、
２
０
０
円
か
ら

７
１
０
０
円
ま
で
の
幅
で
引

上
げ
。
Ｒ
７
年
４
月
実
施
。

③
１
カ
月
当
た
り
５
千
円
を

上
限
と
す
る
駐
車
場
等
の
利

用
に
対
す
る
通
勤
手
当

を
新
設
。
Ｒ
８
年
４
月

実
施
。
④
適
時
適
切
な

通
勤
手
当
支
給
へ
、
採

用
や
異
動
の
日
か
ら
通

勤
手
当
を
支
給
で
き
る

よ
う
支
給
方
法
を
見
直

し
。
Ｒ
８
年

10月
実
施

◆
宿
日
直
手
当
…
宿
日

直
勤
務
対
象
職
員
給
与

今
回
の
引
き
上
げ
は
、
春

闘
を
起
点
に
公
務
と
民
間
の

全
国
の
仲
間
が
共
同
し
て
た

た
か
い
、
比
較
対
象
企
業
規

模
を
「

50

人
以
上
」
か
ら

「
１
０
０
人
以
上
」
に
戻
す

と
と
も
に
、
す
べ
て
の
世
代

の
賃
上
げ
を
強
く
訴
え
て
き

た
私
た
ち
の
要
求
を
一
定
反

映
し
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
春
闘
で

の
民
間
の
到
達
水
準

や
４
年
に
及
ぶ
物
価

高
騰
に
追
い
付
か
ず
、

生
活
改
善
に
つ
な
が
ら
な
い

不
十
分
な
も
の
で
、
ま
し
て

や
中
高
年
齢
層
や
再
任
用
職

員
の
賃
金
水
準
は
依
然
低
く

抑
え
ら
れ
、
再
任
用
職
員
の

一
時
金
改
善
も
放
置
さ
れ
た

ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。
物

価
高
騰
に
も
対
応
し
、
あ
る

べ
き
生
計
費
に
基
づ
く
、
す

べ
て
の
公
務
労
働
者
の
賃
上

げ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

燃
料
費
等
が
高
騰
す
る
な

か
、
自
家
用
車
通
勤
が
必
要

な
職
員
に
と
っ
て
、
通
勤
手

当
の
額
お
よ
び
上
限
が
改
善

さ
れ
、
駐
車
場
等
の
利
用
も

対
象
と
さ
れ
た
こ
と
は
大
き

な
改
善
で
す
。
ま
た
、
月
の

途
中
採
用
で
も
当
月
分
か
ら

通
勤
手
当
を
支
給
で
き
る
よ

う
制
度
改
正
に
言
及
し
た
こ

と
も
重
要
で
、
自
治
体
で
も
、

国
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
制
度

改
善
が
必
要
で
す
。

一
方
、
今
年
も
非
常
勤
職

員
へ
の
言
及
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
「
３
年
公
募
」
が

撤
廃
さ
れ
て
も
な
お
、
雇
用

の
安
定
化
に
つ
な
が
ら
な
い

実
態
の
改
善
こ
そ
、
今
す
ぐ

対
応
す
べ
き
課
題
で
す
。

人
事
行
政
諮
問
会
議
の
最

終
提
言
を
受
け
た
今
年
の
勧

告
は
、
①
「
能
力
・
実
績
主

義
」
の
一
層
の
強
化
、
②
霞

が
関
の
一
部
エ
リ
ー
ト
の
優

遇
が
見
ら
れ
ま
す
。
個
人
の

「
活
躍
」
だ
け
で
は
な
く
、

チ
ー
ム
で
協
力
し
て
物
事
を

成
し
遂
げ
る
「
魅
力
」
を
発

揮
す
る
制
度
こ
そ
、

今
の
公
務
に
は
必

要
で
す
。

自
治
労
連
は
、

地
方
自
治
体
が
公
務
・
公
共

の
役
割
を
発
揮
す
る
た
め
に

も
、
全
国
ど
こ
で
も
誰
で
も
、

希
望
と
意
欲
を
も
て
る
、
賃

金
水
準
と
公
務
員
制
度
を
求

め
、
住
民
と
と
も
に
公
共
を

取
り
も
ど
し
、
一
人
ひ
と
り

が
尊
重
さ
れ
る
憲
法
と
地
方

自
治
が
い
き
る
社
会
実
現
へ

運
動
を
進
め
ま
す
。

状
況
を
踏
ま
え
所
用
の
改
定
。

◆
地
域
手
当
…
給
与
制
度
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
段
階
的
に

見
直
し
を
行
う
支
給
割
合
に

つ
い
て
、
令
和
８
年
度
の
支

給
割
合
を
設
定
。

◆
職
員
の
月
例
給
与
水
準
を

適
切
に
確
保
す
る
た
め
の
措

置
《
Ｒ
８
年
４
月
実
施
》
…

月
例
給
与
水
準
が
地
域
別
最

低
賃
金
に
相
当
す
る
額
を
下

回
る
場
合
に
、
そ
の
差
額
を

補
填
す
る
た
め
の
手
当
を
措

置
。
な
ど
。

８
月
１
日
、
愛
媛
県
教
育

会
館
で
「
『
平
和
の
使
者
』

千
羽
鶴
を
海
外
へ
送
る
つ
ど

い
」
が
開
か
れ

17人
が
参
加
。

は
じ
め
に
、
原
爆
や
戦
争
の

犠
牲
者
に
対
し
て
黙
祷
。
今

井
平
和
行
進
県
実
行
委
員
長

が
「
千
羽
鶴
を
送
っ
た
海
外

の
団
体
か
ら
お
礼
の
返
事
が

届
い
て
お
り
、
平
和
活
動
に

活
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
運

動
を
大
事
に
続
け
て
い
こ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
県

原
爆
被
害
者
の
会
会
長
の
岡

本
教
義
さ
ん
（

94

歳
）
が

「
わ
た
し
の
被
爆
体
験
」
と

し
て
「
軍
属
と
し
て
負
傷
者

の
看
護
に
あ
た
っ
た
。
火
傷

し
た
人
を
救
護
し
よ
う
と
脇

に
手
を
入
れ
て
持
ち
上
げ
よ

う
と
す
る
と
皮
膚
が
剥
け
て

し
ま
う
。
顔
側
は
真
っ
黒
に

な
っ
て
い
る
が
背
中
は
傷
が

無
い
な
ど
、

14歳
の
自
分
に

は
恐
ろ
し
い
作
業
だ
っ
た
。

核
兵
器
が
使
わ
れ
た
ら
世
界

中
の
人
が
助
か
ら
ず
、
地
球

も
ダ
メ
に
な
る
だ
ろ
う
。

『
核
兵
器
は
作
っ
て
も
、
持
っ

て
も
、
使
っ
て
も
い
け
な
い
』

こ
の
声
や
と
り
く
み
が
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
の
受
賞
に
つ
な

が
っ
た
。
核
兵
器
の
こ
と
を

思
い
起
こ
し
勉
強
し
て
ほ
し

い
。
ま
ず
広
島
・
長
崎
の
平

和
資
料
館
で
見
て
き
て
ほ
し

い
。
私
は

60歳
ま
で
体
験
を

話
し
て
こ
な
か
っ
た
。
父
か

ら
死
ん
だ
人
へ
の
冒
涜
に
な

る
と
。
僕
ら
は
戦
争
を
忘
れ

た
く
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
、

た
だ
こ
れ
か
ら
の
人
は
経
験

す
る
必
要
は
な
い
。
話
す
の

は
つ
ら
い
が
、
そ
れ
で
も
話

は
で
き
る
」
な
ど
話
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
各
団
体
か

ら
平
和
の
と
り
く
み
報
告
が

あ
り
、
今
年
の
折
り
鶴

15万

５
千
羽
を
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

リ
ス
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
３
カ

国
５
団
体
に
送
る
箱
詰
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
■
こ
の
日

の
発
送
で
こ
れ
ま
で
愛
媛
か

ら
海
外
に
送
っ
た
千
羽
鶴
は

合
計

33カ
国
１
０
９
団
体
５

９
５
万
羽
に
。
こ
の
日
の
朝
、

今
治
市
職
か
ら
３
千
羽
の
折

鶴
が
県
本
部
に
届
き
「
つ
ど

い
」
に
持
ち
込
み
ま
し
た
。

職
場
の
協
力
で
集
ま
っ
た
２

千
羽
と
認
定
こ
ど
も
園
の
園

児
の
お
婆
さ
ん
が
リ
ハ
ビ
リ

を
兼
ね
て
折
り
、
糸
に
通
し

束
に
し
て
市
職
に
届
け
て
い

た
だ
い
た
千
羽
鶴
で
し
た
。

８月12日、自治労連愛媛県本部と津島吉田

病院局労組は、岩松公民館（宇和島市津島町）

で「これからの宇和島市の医療介護のあり方

について住民説明会」を開催し、地域住民な

ど53人が参加。説明会は、8/31投票の宇和

島市長選挙立候補予定者に対して実施した公

開質問状の回答の公表及び質問の形で行われ

ました。公開質問状は、①老健施設（ふれあ

い荘、オレンジ荘）のセーフティネットとし

ての役割、②医療介護スタッフの確保及び適

正配置、③「要介護者をつくらない街づくり」

につながる病院・施設のあり方、の３つの質

問で、あらかじめ文書で回答が提出されまし

た（公開質問と回答の全文は、自治労連県本

部ホームページに掲載。https://x.gd/qiDlU）。

立候補予定者本人による回答と説明、質疑応

答は別々に行われました。岡原文彰さん（現

宇和島市長）は、所用のため直接参加できず、

公開質問状の回答は代読、会場質問は後日回

答をいただくこととしました。武田元介さん

（現宇和島市議会議員）は、直接参加され、

公開質問状の回答についての説明、会場質問

に対して回答しました。

（１） 第５８３号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２５年 ８月３０日

第 ５８３ 号

日 程

【９月】

６ 愛媛労連定期大会

（共済会館）

10 四国Ｂ幹事会（高知）

11 自治労連地方組織・組織

部長会議（web）

13 県本部拡大執行委員会

県本部労働学校（～14）

東予総支部定期総会

（松山）

全労連女性部定期大会

（～14）

27 全労連青年部定期大会

（～28）

28 日本母親大会（東京～29）

【10月】

10 自治労連共済実務研修会

（web）

11 県本部拡大執行委員会

中予総支部代表者会議

労働運動交流集会2025

〔レバカレ2025〕

（東京～13）

13 自治労連地方組織・組織

部長会議（本部）

17 自治労連共済実務研修会

（web）



西
条
市
職
労
は
８
月

19日
、

定
期
大
会
を
開
催
。
県
本
部

か
ら
来
賓
と
し
て
森
賀
委
員

長
が
出
席
し
、

25人
勧
の
最

新
情
報
を
報
告
。
さ
ら
に

「
西
予
市
で
は
、
財
政
難
を

理
由
に
全
職
員
の
３
％
賃
金

カ
ッ
ト
が
組
合
に
提
案
さ
れ
、

県
内
自
治
体
も
注
意
が
必
要
、

全
県
の
仲
間
の
協
力
で
押
し

返
し
た
い
」
と
全
県
の
共
闘

を
訴
え
ま
し
た
。
再
任
さ
れ

た
越
智
委
員
長
に
よ
る

25運

動
方
針
で
は
「
組
合
の
団
結

力
の
強
化
に
向
け
た
組
合
員

の
加
入
推
進
、
大
幅
賃
上
げ

を
は
じ
め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
維
持
で
き
る
人
員
増
と
働

き
や
す
い
職
場
環
境
を
め
ざ

す
」
こ
と
な
ど
が
提
起
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
越
智
委
員
長
の

「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
締

め
て
閉
会
し
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
は
７
月

25日
、

定
期
大
会
を
開
催
し
、

14人

（
＋
委
任
状
１
１
２
）
が
参

加
。
報
告
で
は
「
職
場
懇
談

会
実
施
」
「
団
体
交
渉
」

「
青
年
部
・
保
育
部
交
流
会
」

「
交
流
会
」
な
ど
の
と
り
く

み
と
「
職
員
側
か
ら
提
案
し

行
動
し
な
け
れ
ば
改
善
に
つ

な
が
ら
な
い
」
な
ど
経
過
と

課
題
を
報
告
。
議
案
で
は
、

誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
を

実
現
す
る
た
め
の
団
結
と
仲

間
づ
く
り
、
組
合
員
の
声
を

よ
り
届
け
ら
れ
る
団
体
交
渉

の
実
施
、
組
合
員
メ
リ
ッ
ト

の
向
上
と
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
の
活
動
見
直
し
を
提
案
。

討
論
の
後
、
全
議
案
を
承
認
。

新
役
員
の
報
告
を
受
け
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
未
来
を
つ
く
る

対
話
と
挑
戦
」
の
実
現
へ
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
大
会
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

県
本
部
青
年
部
は
７
月

26

日
「
定
期
大
会
＆
交
流
企
画

ド
キ
ジ
ャ
ム
」
を
松
山
市
野

外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

５
単
組

16人
が
参
加
。
■
定

期
大
会
で
は
、
情
勢
と
活
動

経
過
報
告
に
続
い
て
の
運
動

方
針
提
案
で
は
、
午
後
の

「
ド
キ
ジ
ャ
ム
」
や
単
組
間

交
流
、
県
自
治
研
青
年
講
座

で
の
青
年
部
ら
し
い
企
画
、

12月
６
～
７
日
香
川
県
で
の

青
年
四
国
交
流
会
の
参
加
募

集
、
学
習
活
動
な
ど
を
提
案
。

各
単
組
青
年
部
で
の
活
動
の

報
告
や
紹
介
、
組
合
活
動
で

の
課
題
な
ど
の
発
言
が
あ
り
、

運
動
方
針
・
新
役
員
を
全
会

一
致
で
確
認
し
ま
し
た
。
大

会
後
に
「
青
年
部
で
し
た
い

こ
と
」
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

■
午
後
か
ら
の
ド
キ
ジ
ャ
ム

で
は
、
は
じ
め
に
チ
ー
ム
対

抗
の
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
を
実
施
。

ル
ー
ル
は
簡
単
で
も
、
投
げ

る
の
は
そ
う
は
い
か
ず
苦
戦
。

④
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
景
品

を
獲
得
。
そ
の
後
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

で
交
流
。
暑
い
日
で
し
た
が
、

楽
し
く
交
流
で
き
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
は
８
月

12日
、

当
局
が
突
如
示
し
た
「
財
政

危
機
脱
却
プ
ラ
ン
に
係
る
職

員
給
与
の
カ
ッ
ト
等
の
提
案
」

に
対
し
、
提
出
し
た
要
求
書

に
基
づ
き
、
当
局
と
３
回
目

の
労
使
協
議
を
行
い

12人
が

参
加
。
協
議
で
は
、
当
局
当

初
提
案
「
一
律
３
％
カ
ッ
ト
」

の
後
に
複
数
案
が
提
示
さ
れ

ま
し
た
が
、
組
合
は
こ
れ
ま

で
の
当
局
協
議
と
組
合
員
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
「
全
職

員
対
象
の
給
与
カ
ッ
ト
は
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
」
「
課
長

級
以
上
の
管
理
職
か
ら
実
行

し
、
効
果
等
を
検
証
の
上
、

対
象
の
拡
大
ま
た
は
縮
小
」

を
要
求
。
当
局
も
組
合
も
財

政
悪
化
の
要
因
究
明
と
職
員

の
意
識
改
革
が
必
要
と
の
共

通
認
識
で
、
当
局
・
組
合
共

催
「
財
政
危
機
脱
却
プ
ラ
ン
」

学
習
会
の
実
施
、
当
局
の
ア

ン
ケ
ー
ト
実
施
後
に
、
再
度

労
使
協
議
と
な
り
ま
し
た
。

松
山
市
職
労
は
８
月
４
日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し

10人

が
参
加
。
活
動
経
過
で
、
○

７
月
県
本
部
定
期
大
会
参
加

者
が
「
全
国
の
運
動
で
会
計

年
度
職
員
の
給
料
が
改
善
し

て
い
る
と
分
か
っ
た
。
そ
れ

で
自
分
も
助
か
っ
て
い
る
」

と
報
告
。
○
７
月
７
日
団
体

交
渉
で
山
内
委
員
長
が
「
再

任
用
職
員
な
ど
中
高
年
層
の

給
与
改
善
を
要
求
し
、
８
月

人
勧
を
踏
ま
え
て
秋
の
重
点

要
求
と
し
て
交
渉
す
る
」
と

報
告
。
７
月

24日
公
表
の
労

務
職
採
用
試
験
要
領
で
「
現

業
職
員
の
募
集
＝
３
年
連
続

現
業
正
規
採
用
実
施
」
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
職
場
状
況

で
は
、
現
業
職
場
で
の
空
調

服
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
や
○

熱
中
症
対
策
の
義
務
化
で
県

内
自
治
体
が
ど
ん
な
対
策
を

行
っ
て
い
る
か
県
本
部
で
調

査
し
て
ほ
し
い
、
な
ど
の
職

場
状
況
を
交
流
し
ま
し
た
。

西
予
医
療
介
護
労
組
は
８

月
５
日
、
議
員
懇
談
会
を
夕

方
実
施
し
、
宇
都
宮
議
長
、

兵
頭
副
議
長
ほ
か
２
人
、
組

合
か
ら
小
西
委
員
長
、
堀
田

書
記
長
、
大
沼
執
行
委
員
ほ

か
１
人
が
参
加
。
最
初
に
、

堀
田
書
記
長
が
４
月
の
公
設

民
営
化
後
の
３
施
設
の
状
況

を
伝
え
、
人
手
不
足
や
患
者

が
自
宅
療
養
を
強
い
ら
れ
て

い
る
ケ
ー
ス
の
存
在
、
施
設

の
不
具
合
、
利
用
者
維
持
を

優
先
し
て
の
ケ
ア
の
質
低
下

懸
念
な
ど
報
告
。
議
長
か
ら

「
指
定
管
理
で
現
状
よ
り
は

良
く
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
。

地
域
の
医
療
を
何
と
か
維
持

し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
議
会
が
協
会
に
要
請

は
で
き
る
」
な
ど
発
言
が
あ

り
、
組
合
か
ら
「
一
度
現
場

を
見
に
来
て
ほ
し
い
。
今
後

も
組
合
は
現
場
の
声
を
集
め

伝
え
て
い
き
た
い
」
な
ど
訴

え
ま
し
た
。

■
子
ど
も
達
の
夏
休
み
が
始

ま
り
、
ご
飯
作
り
に
毎
日
振

り
回
さ
れ
て
い
ま
す
。
夏
休

み
よ
、
早
く
終
わ
っ
て
く
だ

さ
い
（
笑
）

（
新
居
浜
・
鴻
上
）

■
バ
イ
ク
が
趣
味
の
僕
に
は
、

夏
の
間
は
休
み
の
日
の
朝
早

い
時
間
か
夕
方
遅
く
に
隣
の

周
桑
ま
で
買
い
物
ツ
ー
リ
ン

グ
と
称
し
て
出
か
け
ま
す
。

昼
間
だ
と
バ
イ
ク
が
停
ま
る

と
道
路
か
ら
の
熱
と
エ
ン
ジ

ン
か
ら
の
熱
の
影
響
で
サ
ウ

ナ
状
態
で
す
。
熱
中
症
に
は

気
を
つ
け
た
い
で
す
。

（
今
治
・
越
智
）

■
今
年
度
、
早
半
年
が
経
ち

ま
し
た
。
１
日
１
日
が
あ
っ

と
い
う
間
で
す
。
や
り
た
い

こ
と
を
精
一
杯

!!仕
事
と
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
、
ど
ち
ら
も
精

一
杯
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
今
治
・
木
村
）

■
仕
事
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

で
も
、
「
急
が
ば
回
れ
」
を

意
識
し
な
い
と
な
と
思
う
こ

と
が
増
え
て
い
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。

（
新
居
浜
・
藤
井
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５８３号

２０２５年 ８月３０日

■
５
８
１
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
マ
ル
ヤ
マ
サ
ダ
オ
」

（
丸
山
定
夫
）
で
し
た
。
正

解
は
５
通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

小
林
弘
樹
（
津
島
吉
田
）

大
坪
徹
也
（
新
居
浜
）

鴻
上
良
美
（
新
居
浜
）

藤
井
隆
嗣
（
新
居
浜
）

武
智

徹
（
東

温
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
９
月

27日
【
発

表
】
５
８
５
号
（

10月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①用言の語尾で、活用の際に語形変化をする

部分

④イランの旧称。○○○○猫、○○○○絨毯

⑦短大に対しての４年制の大学のこと

⑧様式・傾向がさまざまに分かれること

⑨○○○○⇔喫煙

【タテのカギ】

①（英語）大工

②幼い子どもの時期。○○○○○○の思い出

③正しくない文字。○○脱字

⑤のんびりとして静かなさま

⑥（鹿児島弁）一人称代名詞。わがはい。

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の

10文
字
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
の
ひ
と
つ
に
し
て

下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が

と
う


